
表112　古事記の河内王朝と日本書紀の葛城王朝のシンメトリック
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日本書記の葛城王朝

天皇 年代 天皇
（神功） 14 神武
応神 394 32 32 34 6 綏靖

4 安寧
10 懿徳

仁徳 427 33
履中 432 5 60 60 26 孝昭
反正 437 5 34 孝安
允恭 454 17

安康 (466)(466)(466)(466) （12）（12）（12）（12） 12 12 12 孝霊

雄略 489489489489 (23)(23)(23)(23) 26 孝元
清寧 (3) 34 34
顕宗 8 8 開化
合計 138 140

注1）河内王朝の数字は古事記の数字。（　）内の数字は筆者が追加。　
注2）葛城王朝の数字は復元された数字

表112-1　古事記の記載年代と中国史書における朝貢の比較

天皇

413年讃が朝貢
仁徳 421年讃が朝貢

425年讃が朝貢
履中 430年朝貢

反正 438年珍が朝貢（1年ズレ）

允恭 443年済が朝貢
451年済が朝貢

安康 460年朝貢
462年興が朝貢
477年武が朝貢

雄略 478年武が朝貢
479年武が朝貢
502年武を征東大将軍に進めた

注1）安康の年代をシンメトリックに従い、筆者が加えた
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